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86(2): 8-9, 2024.
梅根隆介,呉　家賢,中村恭菜,西野友哉,井上　剛：オプトジェネティクスを活用した腎交感神経制御による腎保

護メカニズムの解明. 日本腎臓学会誌(Web) 66(4):  2024.
鷲峯紀人,JOSEPHKasyokiPeter,梅根隆介,呉　家賢,中村恭菜,西野友哉,井上　剛：神経-免疫系を介した血圧制御・

腎線維化メカニズムの解明. 日本腎臓学会誌(Web) 66(4):  2024.
松尾さゆみ,呉　家賢,中村恭菜,西野友哉,井上　剛：炎症惹起後の副交感神経刺激による抗炎症効果・腎保護効

果の検討. 日本腎臓学会誌(Web) 66(4):  2024.

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

井上　剛・教授 日本生理学会 評議員

0 0 4 1 1 16

井上　剛・教授 日本腎臓学会 評議員

井上　剛・教授 日本腎臓学会 基礎研究推進小委員会

井上　剛・教授 日本腎臓学会 JSN Next Frontiers 2028 委員会

井上　剛・教授 文部科学省 学術調査官

井上　剛・教授 日本腎臓学会 症例評価委員会

梅根隆介・助教 日本腎臓学会 JSN Next Frontiers 2028 委員会

井上　剛・教授 日本腎臓学会 JSN Next Frontiers 2028 委員会 委員長

井上　剛・教授 日本病態生理学会 評議員

研　究　題　目

井上　剛・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　基盤研究(B)「オプト
ジェネティクスの技術を活用した腎交感神経
の機能解明」

井上　剛・教授
公益財団法人 テルモ生命科学振
興財団

代表

井上　剛・教授
公益財団法人 ソルト・サイエン
ス研究財団

代表
医学分野プロジェクト研究助成　「神経系-免
疫系を介した塩分感受性高血圧制御メカニズ
ムの解明」

井上　剛・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「特発性多
中心性キャッスルマン病の病型をクラスタリ
ングする分子基盤研究」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

井上　剛・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(B)「マクロ
ファージのヒエラルキー決定によるMRONJ病因
解明と新規治療法開発基盤構築」

井上　剛・教授
公益財団法人 アステラス病態代
謝研究会

代表
研究助成　「脳腎連関を介した腎疾患制御機
構」

開発助成　「抗炎症・臓器保護効果発揮を目
指した超音波刺激装置の開発」

井上　剛・教授 公益財団法人 喫煙科学研究財団 代表
研究助成　「尿細管細胞におけるニコチン受
容体の機能解明」
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その他
 非常勤講師

 新聞等に掲載された活動

 学術賞受賞

井上　剛・教授
国立研究開発法人科学技術振興
機構（JST）

代表
創発的研究支援事業　「アセチルコリンで切
り拓く新たな恒常性維持機構の解明」

梅根隆介・助教
公益財団法人 金原一郎医学医療
振興財団

代表
基礎医学医療研究助成金　「腎交感神経の光
遺伝学的制御手法を活用した新規腎臓病保護
機構の解明」

井上　剛・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(B)「食事性神
経ー免疫系の活性化で目指す誤嚥性肺炎の予
防・軽減と健康寿命延伸戦略」

井上　剛・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(B)「マクロ
ファージのヒエラルキー決定によるMRONJ病因
解明と新規治療法開発基盤構築」

WUCHIA HSIEN・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　若手研究「動脈硬化好
発領域における新規lncRNAの役割解明および
機能解析」

梅根隆介・助教 公益社団法人 日本透析医会 代表
公募研究助成　「副交感神経を介した高塩分
負荷に対する腹膜保護メカニズムの解明」

梅根隆介・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　研究活動スタート支援
「オプトジェネティクスを用いた腎交感神経
刺激による腎保護メカニズムの解明」

梅根隆介・助教
公益財団法人 鈴木謙三記念医科
学応用研究財団

代表
調査研究助成　「オプトジェネティクスを活
用した腎臓交感神経制御による新規腎臓病治
療法の開発」

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

井上　剛・教授 非常勤講師（生理学） 神戸大学医学部

梅根隆介・助教 長崎大学 代表
CHODAI共創グラント　「迷走神経を介した腹
部超音波刺激による腎臓保護メカニズムの解
明と革新的治療法の開発」

中村恭菜・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　若手研究「腎臓線維化
の抑制に関わる新規因子Bst1の腎臓での発
現・作用機序を明らかにする」

井上　剛・教授 日清紡マイクロデバイス社 生体内呼吸音・心音聴取マイクの開発

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連

井上　剛・教授
長崎大学リレー講座：未来の
医療に活かす半導体技術

長崎新聞 2024年12月6日
医工連携の現状について説明
を行った。

梅根隆介・助教 Young investigator賞・優秀賞
第30回日本腹膜透析医学
会

Anti-inflammatory and
peritoneal protective
mechanisms against
peritoneal dialysis-related
peritonitis via cholinergic
anti-inflammatory pathways

梅根隆介・助教 最優秀演題賞 第14回腎不全研究会
オプトジェネティクスを利用
した腎交感神経の光制御によ
る急性腎障害保護メカニズム

氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等

梅根隆介・助教 日本生理学会九州奨励賞 第75回西日本生理学会
光遺伝学を用いた腎交感神経
の特異的制御による新規腎保
護メカニズムの解明
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